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恐
れ
が
あ

っ
て
特
に
秘
匿
す

を
目
指
し
て
い
る
が

「戦
争

に
ら
ま
れ
た
ら
ま
ず
い
』
と

に
対
す
る
反
動
と
も
指
摘
す

る
必
要
の
あ
る
情
報
で
、
防

中
の
法
律
よ
り
ひ
ど
い
の
で

思
い
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
　
る
。

「明
ら
か
な
憲
法
違
反

衛
相
ら
行
政
機
関
ト
ツ
プ
が

は
な
い
か
。
当
時
、
軍
事
機

そ
う
い
う
時
代
に
戻
る
可
能

で
す
。
米
国
の
戦
略
の
中
で

「
と
ん
で
も
な
い
法
案
だ

指
定
す
る
。　
コ

般
の
人
に

密
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

性
が
非
常
に
大
き
い
」
　

　

戦
争
に
向
か
う
約
束
を
し
て

と
あ
き
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な

は
、
自
分
が
特
定
秘
密
に
触
　
一
般
の
人
も
予
測
で
き
た
。
　
　
罰
則
で
、
公
務
員
ら
が
特

も
、
秘
密
と
い
え
ば
分
か
ら

に
内
容
が
分
か
ら
な
い
法
案

れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

〈
フ
度

の
場
合
、
想
像
で
す

定
秘
密
を
漏
ら
す
と
最
高
十

な
い
。
こ
の
法
律
が
通

っ
た

は
初
め
て
見
た
。
具
体
的
な

い
。
文
章
を
書
く
人
が
取
材

が
、
何
が
特
定
秘
密
か
は
だ

年
の
懲
役
に
、
漏
ら
す
よ
う

瞬
間
に
日
本
は
別
の
国
に
な

部
分
で

『
政
令
で
定
め
る
』

し
た
後
、
こ
れ
は
特
定
秘
密

い
た
い
米
政
府
と
の
話
し
合

働
き
掛
け
た
場
合
も
五
年
以

る
。
そ
れ
ほ
ど
悪

い
法
律

と
書
い
て
あ
る
箇
所
が
い
く

だ
と
言
わ
れ
た
ら
ア
ウ
ト
。
　
い
で
決
ま
る
の
で
は
な
い

下
の
懲
役
と
な
る
。

「公
務

で
、
憲
法
を
変
え
な
く
て
も

つ
も
出
て
く
る
。
政
令
は
、
　
特
定
秘
密
の
秘
密
と
は
何
で

か
。
今
急

い
で
い
る
理
由

員
は
恐
ろ
し
く
て
何
も
言
わ

何
で
も
で
き
る
。
憲
法
九
条

政
府
が
い
く
ら
で
も
出
せ
る

す
か
と
問
い
て
も

『
そ
れ
は

は
、
日
米
関
係
を
特
に
軍
事

な
く
な
る
し
、
情
報
提
供
を

や
九
六
条
を
変
え
る
と
言
え

も
の
で
す
」
　
　

　

　

　

　

秘
密
で
す
』
な
ん
て
、
こ
ん

面
で
円
滑
に
す
る
た
め
、
日

受
け
る
側
も
取
材
し
に
く
く

ば
反
論
で
き
る
が
、
特
定
秘

特
定
秘
密
と
は
、
安
全
保

な
ば
か
な
話
は
な
い
」
　

　

本
は
こ
う
し
ま
す
と
い
う
約

な
る
。
お
か
し
い
と
思
う
こ

密
の
内
容
に
は
反
論
で
き
な

障
に
著
し
い
支
障
を
与
え
る

　

政
府
は
今
国
会
中
の
成
立

束
を
米
国
に
見
せ
よ
う
と
し

と
を
調
べ
、
社
会
の
た
め
だ

い
」安
全
保
障
に
関
す
る
情
報

を
守
る
の
が
目
的
と
し
て
い

る
が

「
安
全
保
障
自
体
が
は

っ
き
り
し
た
も
の
で
な
い
か

ら
、
ど
れ
が
そ
の
情
報
か
分

と
思

っ
て
発
表
し
て
も
、
特

か
ら
な
い
。
み
ん
な
特
定
秘

定
秘
密
を
公
に
し
た
と
認
定

密
に
し
て
し
ま
え
ば
国
は
答

さ
れ
れ
ば
罪
に
問
わ
れ
る
か

ぇ
な
く
て
い
い
し
、
憲
法
も

も
し
れ
な
い
。
記
者
や
ラ
イ

無
視
で
き
る
。
こ
ん
な
法
律

タ
ー
が
さ
ら
し
者
に
な
り
、
　
の
あ
る
国
を
、
次
の
世
代
に

公
務
員
も
被
告
に
な
る
の
で

渡
せ
ま
す
か
」
。

す
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
も
特

　

　

　

×
　
　
　
　
×

定
秘
密
か
と
用
心
深
く
な

っ
　

さ
ゎ
ち

・
ひ
さ
え
　
３０
年

民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

賞
。
ミ
ツ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の

重
と
い
う
憲
法
の
基
本
原
理

克
明
な
調
査
で
菊
池
寛
賞
。

機密を漏 らした公務員 らへの罰則を強める特

定秘密保護法案 に、強い懸念が広が つている。

1972年の沖縄返還をめぐる 日米密約を、著書で

取 り上げたノンフ イクシ ヨン作家沢地久枝 さん

(83)は「 この法律が成立 したら、密約の当時よ

りも つとひどい ことになる。憲法がどんな こと

を定めていても全部吹 つ飛ぶのではないか」と

憂える。

こ
の
国
の
言
論
は
窒
息

作家沢地久枝さんに聞く
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「
安
倍
政
権
の
ブ
レ
ー
キ
役
」
だ

っ
た
は
ず
の
公
明
党
が
、
自
民

党
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
成
立
に

一
直
線
で
あ

る
。
国
民
が
期
待
し
て
い
た
も
の
と
違
い
は
し
な
い
か
。
支
持
母
体

の
創
価
学
会
も
、
秘
密
法
案
と
ダ
ブ
る
戦
前
の
治
安
維
持
法
違
反
の

慎
重
姿
勢
が
一
転

修
正
協
議
リ
ー
ド

「
歓
迎
す
べ
き
だ
」
。
公
明

党
の
山

口
那
津
男
代
表
は
十
九

日
の
記
者
会
見
で
、
秘
密
法
案

の
修
正
協
議
を
め
ぐ
る
与
党
と

み
ん
な
の
党
の
合
意
を
評
価
し

て
み
せ
た
。

公
明
が
、
野
党
と
の
修
正
協

議
に
熱
心
な
の
は
、
秘
密
法
案

に
批
判
的
な
世
論
を
か
わ
す
の

が
狙
い
だ
。
み
ん
な
の
党
関
係

者
は

「
修
正
協
議
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
の
は
公
明
だ
」
と
明
言

す
る
。

公
明
は
当
初
、
政
府
案
に
慎

重
な
姿
勢
か
の
よ
う
に
振
る
舞

っ
て
い
た
。

山

口
代
表
は
九
月
十
九
日
の

記
者
会
見
で

「
知
る
権
利
、
取

材
、
報
道
の
自
由
な
ど
、
基
本

的
人
権
と
の
関
わ
り
は
極
め
て

重
要
だ
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
法

律

的

な
議

論

の
み

な

ら

ず
、
報
道
関
係
や
弁
護
士
会
な

ど

各

界

の
意

見

を
聞

き

な
が

ら
、
是
非
を
検
討
す
べ
き
だ
」

と
語

っ
て
い
た
。

日
弁
連
は
、
法
案
反
対
の
急

先

鋒

だ
。

「
弁

護

士

会

の
意

見
」
を
聞
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

公
明
も
同
様
に
反
対
を
貫
け
た

は
ず
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。

政
府

・
白
民
と
の
修
正
協
議

で
、
法
案
に

「
国
民
の
知
る
権

利
の
保
障
に
資
す
る
報
道
ま
た

は
取
材

の
自
由

に
十

分

に
配

慮
」
と
の
規
定
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
と
、

「
わ
が
党
の
提
案

を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
る
形
で
合
意

が
で
き
た
」

（
山

口
代
表
）
と

態
度
を

一
変
。

「
知
る
権
利
」

な
ど

は
、
賛

成

す

る
た

め

の

「
の
り
し
ろ
」
に
す
ぎ
な
か

っ

た
。
ま
さ
に
「
出
来
レ
ー
ス
」
。

そ
の
後
は
、
ひ
た
す
ら
法
案
成

立

へ
と
突
き
進
む
。

公
明
は
、
政
府

・
自
民
と
の

修
正
点
に
つ
い
て

「
『
知
る
権

利
』
を
守
る
た
め
、
取
材
者
が

萎

縮

し

な

い
よ

う

に
配
慮

し

た
」
と
自
画
自
贅
す
る
が
、
田

島
泰
彦

・
上
智
大
教
授

（
メ
デ

ィ
ア
法
）
は

「
知
る
権
利
に
配

慮
す
る
と
い
う
が
、
処
罰
さ
れ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
取

材
が
著
し
く
困
難
に
な
る
の
は

明
ら
か
で
、
知
る
権
利
は
担
保

で
き
な
い
」
と

一
蹴
す
る
。
公

明
の
手
の
ひ
ら
返
し
に
も
あ
き

れ
顔
だ
。

「
法
案
に
反
対
す
る

弁
護
士
ら
が
水
面
下
で
、
公
明

な
ら
ば
と
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
。
公

明
が
、
与
党
に
い
る
意
味
が
な

い
」国
会
議
員
よ
り
も
有
権
者
に

近
い
公
明
の
地
方
議
員
は
、
ど

う
見
て
い
る
の
か
。

中
堅
議
員
は

「
白
民
の
右
傾

化
の
ブ
レ
ー
キ
役
に
な

っ
て
い

な
い
。
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
は
引

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
ま
ま
動
い
て
い
る
。
支
援

者
も
、
変
な
方
向
に
は
行
か
な

い
と
信
じ
て
は
い
る
が
…
」
と

不
安
を
に
じ
ま
せ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
議
員
は

「
自
民
に

婦瓦響囃型鰯酎　̈
一

公
明
党
は
高
度
成
長
期
の

る
・

一
九

六

四
年

に
結

党

さ

れ

党
ヽ

た
。
同
党
の
資
料
は

「
財
界

裁
・

や
業
界
団
体
を
基
盤
と
し
た

く
ヽ

自
民
党
と
、
労
働
組
合
の
支

詰
一

持
を
受
け
た
社
会
党
に
よ
る

　

・

保
革
対
決
の
時
代
に
、
政
治

閣

の
谷
間
に
置
き
去
り
に
さ
れ

綻

て
き
た
庶
民
の
側
に
立

つ
党

由

と
し
て
誕
生
し
た
」
と
立
党

党

の
精
神
を
説
明
し
て
い
る
。
　

間

「
福
祉
の
党
」

「
平
和
の

の

党
」
を
掲
げ
て
、
自
民
と
の

く

対
決
姿
勢
を
と
る
。
六
七
年

に
は

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」

創

を

国

会

で
初

め

て
取

り
上

国

げ
た
。
六
九
年
に
は
児
童
手

定

当

法

案

を

国

会

に
提

出

し

的

鰊

一一
躙

蝙

辟

理

確

罪
で
初
代
会
長
が
投
獄
さ
れ
、
獄
死
し
た
過
去
を
忘
れ
た
の
か
。
安

倍
タ
カ
派
路
線
の
補
完
勢
力
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
公
明
党
を
考
え

る
。

（荒
井
六
貴
、
篠
ケ
瀬
祐
司
）

11月 20日 (水曜日)

創価学会の新 たな礼拝施設 「広宣流布大誓堂」 =19日 、東京都新宿 区で
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の
修
正
協
議
を
め
ぐ
る
与
党
と

み
ん
な
の
党
の
合
意
を
評
価
し

て
み
せ
た
。

公
明
が
、
野
党
と
の
修
正
協

議
に
熱
心
な
の
は
、
秘
密
法
案

に
批
判
的
な
世
論
を
か
わ
す
の

が
狙
い
だ
。
み
ん
な
の
党
関
係

者
は

「修
正
協
議
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
の
は
公
明
だ
」
と
明
言

す
る
。

公
明
は
当
初
、
政
府
案
に
慎

重
な
姿
勢
か
の
よ
う
に
振
る
舞

っ
て
い
た
。

山

口
代
表
は
九
月
十
九
日
の

記
者
会
見
で

「
知
る
権
利
、
取

材
、
報
道
の
自
由
な
ど
、
基
本

的
人
権
と
の
関
わ
り
は
極
め
て

重
要
だ
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
法

律

的

な
議

論

の
み

な

ら

ず
、
報
道
関
係
や
弁
護
士
会
な

ど
各

界

の
意

見

を
聞

き

な

が

ら
、
是
非
を
検
討
す
べ
き
だ
」

と
語

っ
て
い
た
。

政
府

・
自
民
と
の
修
正
協
議

で
、
法
案
に

「
国
民
の
知
る
権

利
の
保
障
に
資
す
る
報
道
ま
た

は
取
材

の
自

由

に
十

分

に
配

慮
」
と
の
規
定
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
と
、

「
わ
が
党
の
提
案

を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
る
形
で
合
意

が
で
き
た
」

（山

口
代
表
）
と

態
度
を

一
変
。

「
知
る
権
利
」

な

ど

は
、
賛

成

す

る

た

め

の

「
の
り
し
ろ
」
に
す
ぎ
な
か

っ

た
。
ま
さ
に
「
出
来
レ
ー
ス
」
。

そ
の
後
は
、
ひ
た
す
ら
法
案
成

立

へ
と
突
き
進
む
。

公
明
は
、
政
府

・
自
民
と
の

修
正
点
に
つ
い
て

「
『
知
る
権

利
』
を
守
る
た
め
、
取
材
者
が

萎
縮

し

な

い
よ

う

に
配

慮

し

た
」
と
白
画
自
賛
す
る
が
、
田

島
泰
彦

・
上
智
大
教
授

（
メ
デ

ィ
ア
法
）
は

「
知
る
権
利
に
配

慮
す
る
と
い
う
が
、
処
罰
さ
れ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
取

材
が
著
し
く
困
難
に
な
る
の
は

明
ら
か
で
、
知
る
権
利
は
担
保

で
き
な
い
」
と

一
蹴
す
る
。
公

明
の
手
の
ひ
ら
返
し
に
も
あ
き

れ
顔
だ
。

「
法
案
に
反
対
す
る

弁
護
士
ら
が
水
面
下
で
、
公
明

な
ら
ば
と
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
。
公

明
が
、
与
党
に
い
る
意
味
が
な

い
」国
会
議
員
よ
り
も
有
権
者
に

近
い
公
明
の
地
方
議
員
は
、
ど

う
見
て
い
る
の
か
。

中
堅
議
員
は

「
自
民
の
右
傾

化
の
ブ
レ
ー
キ
役
に
な

っ
て
い

な
い
。
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
は
引

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
ま
ま
動
い
て
い
る
。
支
援

者
も
、
変
な
方
向
に
は
行
か
な

い
と
信
じ
て
は
い
る
が
…
」
と

不
安
を
に
じ
ま
せ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
議
員
は

「
自
民
に

の
み
込
ま
れ
て
い
る
。
選
挙
で

自
民
に
票
を
あ
げ
す
ぎ
た
。
悲

し
ん
で
い
る
支
援
者
は
多
い
。

次

の
選

挙

が

心

配

だ
」

と
嘆

く
。

「平
和
の
党
」掲
げ

か
つ
て
自
と
対
決

公
明
党
は
高
度
成
長
期
の

一
九

六

四
年

に
結

党

さ

れ

た
。
同
党
の
資
料
は

「
財
界

や
業
界
団
体
を
基
盤
と
し
た

自
民
党
と
、
労
働
組
合
の
支

持
を
受
け
た
社
会
党
に
よ
る

保
革
対
決
の
時
代
に
、
政
治

の
谷
間
に
置
き
去
り
に
さ
れ

て
き
た
庶
民
の
側
に
立

つ
党

と
し
て
誕
生
し
た
」
と
立
党

の
精
神
を
説
明
し
て
い
る
。

「
福
祉
の
党
」

「
平
和
の

党
」
を
掲
げ
て
、
自
民
と
の

対
決
姿
勢
を
と
る
。
六
七
年

に
は

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」

を

国

会

で
初

め

て
取

り
上

げ
た
。
六
九
年
に
は
児
童
手

当

法

案

を

国

会

に
提

出

し

秘密保護法案の修正協議に臨む
自民、公明の両党 (左側)とみ
んなの党の理事 =19日 、国会で

「日本の柱J「大衆福祉」のスロー
ガンを掲げる公明党結成大会 =1964
年 H月 17日 、東京 。日大講堂で

▼

創価学会の新たな礼拝施設「広宣流布大誓堂J=19日 、
ス′雷肇繕的 定 回 倉U く の 間 党 由 綻 閣  詰 く 裁 党 る 康 四 の 発 が 公 八 院 力 事 白 長



「安
倍
政
権
の
ブ
レ
ー
キ
役
」
だ

っ
た
は
ず
の
公
明
党
が
、
自
民

　
罪
で
初
代
会
長
が
投
獄
さ
れ
、
獄
死
し
た
過
去
を
忘
れ
た
の
か
。
安

党
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
成
立
に

一
直
線
で
あ
　

倍
タ
カ
派
路
線
の
補
完
勢
力
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
公
明
党
を
考
え

る
。
国
民
が
期
待
し
て
い
た
も
の
と
違
い
は
し
な
い
か
。
支
持
母
体

　
る
。

の
創
価
学
会
も
、
秘
密
法
案
と
ダ
ブ
る
戦
前
の
治
安
維
持
法
違
反
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　

　

（荒
丼
六
貴
、
篠
ケ
瀬
祐
司
）

創価学会の新たな礼拝施設「広宣流布大誓堂」 =19日 、東京都新宿区で

慎
重
姿
勢
が
一
転

修
正
協
議
リ
ー
ド

「
歓
迎
す
べ
き
だ
」
。
公
明

党
の
山
口
那
津
男
代
表
は
十
九

日
の
記
者
会
見
で
、
秘
密
法
案

の
修
正
協
議
を
め
ぐ
る
与
党
と

み
ん
な
の
党
の
合
意
を
評
価
し

て
み
せ
た
。

公
明
が
、
野
党
と
の
修
正
協

議
に
熱
心
な
の
は
、
秘
密
法
案

に
批
判
的
な
世
論
を
か
わ
す
の

が
狙
い
だ
。
み
ん
な
の
党
関
係

者
は

「
修
正
協
議
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
の
は
公
明
だ
」
と
明
言

す
る
。

公
明
は
当
初
、
政
府
案
に
慎

重
な
姿
勢
か
の
よ
う
に
振
る
舞

っ
て
い
た
。

山

口
代
表
は
九
月
十
九
日
の

記
者
会
見
で

「
知
る
権
利
、
取

材
、
報
道
の
自
由
な
ど
、
基
本

的
人
権
と
の
関
わ
り
は
極
め
て

重
要
だ
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
法

律

的

な
議

論

の
み

な

ら

ず
、
報
道
関
係
や
弁
護
士
会
な

ど
各

界

の
意

見

を
聞

き

な
が

日
弁
連
は
、
法
案
反
対
の
急

先

鋒

だ
。

「
弁

護

士

会

の
意

見
」
を
聞
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

公
明
も
同
様
に
反
対
を
貫
け
た

は
ず
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。

政
府

・
自
民
と
の
修
正
協
議

で
、
法
案
に

「
国
民
の
知
る
権

利
の
保
障
に
資
す
る
報
道
ま
た

は
取
材

の
自

由

に
十

分

に
配

慮
」
と
の
規
定
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
と
、

「
わ
が
党
の
提
案

を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
る
形
で
合
意

が
で
き
た
」

（
山

口
代
表
）
と

態
度
を

一
変
。

「
知
る
権
利
」

な

ど

は
、
賛

成

す

る

た

め

の

「
の
り
し
ろ
」
に
す
ぎ
な
か

っ

た
。
ま
さ
に
「
出
来
レ
ー
ス
」
。

そ
の
後
は
、
ひ
た
す
ら
法
案
成

立

へ
と
突
き
進
む
。

公
明
は
、
政
府

・
自
民
と
の

修
正
点
に
つ
い
て

「
『
知
る
権

利
』
を
守
る
た
め
、
取
材
者
が

萎
縮

し

な

い
よ

う

に
配
慮

し

た
」
と
自
画
自
贅
す
る
が
、
田

島
泰
彦

・
上
智
大
教
授

（
メ
デ

ィ
ア
法
）
は

「
知
る
権
利
に
配

一　

　

　

　

　

　

、

一　

　

　

ヽ
ヽ

材
が
著
し
く
困
難
に
な
る
の
は

明
ら
か
で
、
知
る
権
利
は
担
保

で
き
な
い
」
と

一
蹴
す
る
。
公

明
の
手
の
ひ
ら
返
し
に
も
あ
き

れ
顔
だ
。

「
法
案
に
反
対
す
る

「平
和
の
党
」掲
げ

か
つ
て
自
と
対
決

公
明
党
は
高
度
成
長
期
の

一
九
六
四
年
に
結
党
さ
れ

自
衛
隊
を
容
認

体
制
補
完
進
む

一
方
で
、
竹
入
義
勝
委
員

長
は
七
八
年
の
党
大
会
で
、

自
衛
隊
に
つ
い
て

「
既
定
の

事

実
」

と

事

実

上

容

認

し

た
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
参

院
議
員
の
有
田
芳
生
氏
は
、

八
五
年
に
出
版
し
た

「
現
代

公

明

党

論
」

で

「
（公

明

が
）
体
制
補
完
政
党
ぶ
り
を

発

揮

す

る

画
期

と

な

る

も

の
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
八

四
年
に
は
、
公
明
は
中
曽
根

康
弘
首
相
の
再
選
に
反
対
す

る
自
民
の

一
部
派
閥
や
民
社

党
と
と
も
に
、
自
民
党
副
総

た

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
と
し
て
治
安
維
持
法
違
反

八
五
年
に
自
民
が
議
員
立

の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
四
四
年

法
で

「
ス
パ
イ
防
止
法
案
」

に
獄
中
死
し
た
。
平
野
氏
は

を
国
会
提
出
し
た
際
に
は
、
　

「
公
明
は
、
戦
前
の
治
安
維

衆
院
議
院
運
営
委
員
会
で
公

持
法
に
よ
る
人
権
侵
害
や
弾

明
党

・
国
民
会
議
の
理
事
が

圧
の
悪
夢
を
忘
れ
て
い
る
。

「
憲
法
上
疑
義
の
あ
る
法
案

秘
密
法
案
が
国
会
の
権
限
を

だ
。
国
家
秘
密
が

一
体
何
な

も
縛
る
こ
と
に
も
気
づ
い
て

の
か
と
い
う
概
念
が
明
ら
か

い
な
い
」
と
残
念
が
る
。

に
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
、
　
　
創
価
学
会
広
報
部
は
、
秘

行

政

に
白

紙

委

任

で
き

な

密
法
案
に
つ
い
て

「
国
民
の

い
」
と
熱
弁
を
振
る

っ
て
い
　
一
定
数
が
少
な
か
ら
ず
不
安

る
。

を
抱
い
て
い
る
。
知
る
権
利

衆
院
事
務
局
勤
務
時
、
公

や
特
定
秘
密
の
範
囲
、
情
報

明
の
相
談
役
的
立
場
だ

っ
た

公
開
の
原
則
な
ど
で
基
本
的

平
野
貞
夫

・
元
参
院
議
員
は

人
権
を
阻
害
す
る
こ
と
が
な

「
物
理
的
抵
抗
も
辞
さ
な
い

い
よ
う
、
国
会
で
の
審
議
を

構
え
で
い
ス
パ
イ
法
案
を
審

尽
く
し
て
成
案
を
得
て
も
ら

議
未
了
で
の
廃
案
に
追
い
込

い
た
い
」
と
懸
念
を
示
す
。

ん
だ
」
と
振
り
返
る
。
　
　
　
た

だ

し
、
公

明

の
対

応

は

「
自
民
案
に
対
し
、
取
材
の

自
由
な
ど
の
条
件
を
加
え
た

努
力
は
評
価
で
き
る
」
と
擁

護
し
た
。

宗
教
学
者
の
島
田
裕
巳
氏

は

「
今
月
は
、
総
本
部

『
広

宣

流

布

大

誓

堂
』

の
完

成

や
、
創
立
の
日
の
記
念
行
事

が
あ
り
、
会
員
の
関
心
が
、

秘
密
法
案
に
ま
で
及
ん
で
い

な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
分
析
す
る
。

第

二
次
世
界
大
戦
終
了
か

ら
七
十
年
近
い
年
月
が
た

っ

た
。
島
田
氏
は

「戦
争
を
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

会
員
の
意
識
も
薄
れ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
み
る
。
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材
、
報
道
の
自
由
な
ど
、
基
本

的
人
権
と
の
関
わ
り
は
極
め
て

重
要
だ
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
法

律

的

な
議

論

の
み

な

ら

ず
、
報
道
関
係
や
弁
護
士
会
な

ど

各
界

の
意

見

を
聞

き

な
が

ら
、
是
非
を
検
討
す
べ
き
だ
」

と
語

っ
て
い
た
。

修
正
点
に
つ
い
て

「
『知
る
権

利
』
を
守
る
た
め
、
取
材
者
が

萎
縮
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し

た
」
と
自
画
自
賛
す
る
が
、
田

島
泰
彦

・
上
智
大
教
授

（
メ
デ

ィ
ア
法
）
は

「知
る
権
利
に
配

慮
す
る
と
い
う
が
、
処
罰
さ
れ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
取

材
が
著
し
く
困
難
に
な
る
の
は

明
ら
か
で
、
知
る
権
利
は
担
保

で
き
な
い
」
と

一
蹴
す
る
。
公

明
の
手
の
ひ
ら
返
し
に
も
あ
き

れ
顔
だ
。

「法
案
に
反
対
す
る

弁
護
士
ら
が
水
面
下
で
、
公
明

な
ら
ば
と
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
。
公

明
が
、
与
党
に
い
る
意
味
が
な

い
」国
会
議
員
よ
り
も
有
権
者
に

近
い
公
明
の
地
方
議
員
は
、
ど

う
見
て
い
る
の
か
。

中
堅
議
員
は

「
自
民
の
右
傾

化
の
ブ
レ
ー
キ
役
に
な

っ
て
い

な
い
。
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
は
引

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
ま
ま
動
い
て
い
る
。
支
援

者
も
、
変
な
方
向
に
は
行
か
な

い
と
信
じ
て
は
い
る
が
…
」
と

不
安
を
に
じ
ま
せ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
議
員
は

「
自
民
に

の
み
込
ま
れ
て
い
る
。
選
挙
で

自
民
に
票
を
あ
げ
す
ぎ
た
。
悲

し
ん
で
い
る
支
援
者
は
多
い
。

次
の
選
挙
が
心
配
だ
」
と
嘆

く
。

▲

貫霧[雹霧電董墨麗番雨』雲≧

重暑奮多言́≦藝雫ξ糞菫董電晃平
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吻

雫

一一一一一巧
感

警

●
鶴

核

Ｌ
平
和
の
党
」掲
げ

か
つ
て
自
と
対
決

公
明
党
は
高
度
成
長
期
の

一
九

六

四
年

に
結

党

さ

れ

た
。
同
党
の
資
料
は

「
財
界

や
業
界
団
体
を
基
盤
と
し
た

自
民
党
と
、
労
働
組
合
の
支

持
を
受
け
た
社
会
党
に
よ
る

保
革
対
決
の
時
代
に
、
政
治

の
谷
間
に
置
き
去
り
に
さ
れ

て
き
た
庶
民
の
側
に
立

つ
党

と
し
て
誕
生
し
た
」
と
立
党

の
精
神
を
説
明
し
て
い
る
。

「
福
祉
の
党
」

「
平
和
の

党
」
を
掲
げ
て
、
自
民
と
の

の
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
八

四
年
に
は
、
公
明
は
中
曽
根

康
弘
首
相
の
再
選
に
反
対
す

る
自
民
の

一
部
派
閥
や
民
社

党
と
と
も
に
、
自
民
党
副
総

裁
の
三
階
堂
進
氏
擁
立
に
動

く
な
ど
、
自
民
と
の
距
離
を

詰
め
て
い

っ
た
。

九

二

年

の
細

川

連

立

内

閣
、
翌
年
の
羽
田
内
閣
の
破

綻
後
、
九
九
年
に
自
民
、
自

由
両
党
と
連
立
を
組
ん
で
与

党

に
な

り
、
以

来

十

数

年

間
、
政
策
面
や
選
挙
協
力
で

の
自

公

の

二
人

三
脚

が

続

く
。

ら
七
十
年
近
い
年
月
が
た

っ

た
。
島
田
氏
は

「
戦
争
を
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

会
員
の
意
識
も
薄
れ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
み
る
。

安
倍
政
権
は
秘
密
法
だ
け

で
な
く
、
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
日
本
を

「
戦
争
で
き
る

国
」
に
す
る
こ
と
に
意
欲
を

隠
さ
な
い
。

公
明
は
こ
こ
で
も

一
歩
踏

み
込
む
の
だ
ろ
う
か
。

小
枝
義
人

・
千
葉
科
学
大

教
授

（
現
代
日
本
政
治
）
は

「
自
民
と
共
生
、　
一
体
化
し

て
い
く
し
か
な
い
。
公
明
は

連
立
政
権
の
ブ
レ
ー
キ
で
は

な
く
、
シ

ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー

バ
ー

（緩
衝
装
置
）
に
す
ぎ

な
い
」
と
批
判
し
た
。

対
決
姿
勢
を
と
る
。
六
七
年

　

公
明
の
支
持
母
体
で
あ
る

に
は

「
イ
タ
イ
イ
タ
ィ
病
」

創
価
学
会
の
初
代
会
長
、
牧

を

国

会

で

初

め

て
取

り
上

日
常
三
郎
氏
は

「
国
体
を
否

げ
た
。
六
九
年
に
は
児
童
手

定
す
る
事
項
を
流
布
す
る
目

当

法

案

を

国

会

に
提

出

し

的
の
結
社
を
組
織
し
た
」
な


